
注 意 す る 点

まず一声
◆相手が誰であるかは、主に声で判断しています。そのため、まず一声かける

ことが大切になります。しかし、いきなり話しかけられても、自分に話しか

けられているのか分かりにくい場合もあります。そこで、「○○さん、おは

よう。□□です。」というように、相手の名前を呼びかけるとともに自分の

名前を名乗るようにすると、分かりやすくなります。

「それ」ではなく「右」
◆伝えたいことを口頭で説明する場合は、具体的に話すことが重要です。

「ここ」「それ」「あっち」などという指示代名詞は避け、「右」「前」「上」

などの説明のしかたをすると分かりやすくなります。

見えにくさはさまざま
◆視野の中心に黒い点や、白く濁ってぼやける部分があって、視野が欠ける場

合などには、顔を傾けて斜めの方向から見たり、見え方によっては目線が合

わなかったりすることもあります。

イメージが大切
◆初めての場所では、部屋の中などをイメージできるように、実際に壁や置い

てあるものを触りながら確認して説明するとよいでしょう。

◆靴箱、ロッカーなどよく使うことになる場所には、点字や目印となる厚めの

シール、その他触ることによって認識できるものを活用することも有効です。

わかりやすく安全に
◆段差や階段のステップを目立つ色にすることで、コン

トラストを強くして識別しやすくすることができます。

◆ぶつかってもけがをしないように、柱の角などにクッ

ション材を貼るなどの予防が望まれます。

◆移動に使う通路には、できるだけ物を置かないように

してください。 【わかりやすく

安 全な 階 段】

明るさを調整
◆明るいところが苦手、逆に暗いところが苦手な人もいます。室内に直射日光

がさしていたり、手元が暗かったりする場合などは、見え方を考慮して窓に

カーテンをしたり、デスクスタンドを利用したりする必要があります。


